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［注　意］

1．�試験監督者の指示があるまで，問題冊子や筆記用具に触れないでください。

触れた場合は，不正行為とみなすことがあります。

2．�試験中の使用が認められたもの以外は，すべてカバンに収納すること。使用

用具は，黒鉛筆またはシャープペンシル，消しゴム，鉛筆削り（手動式・小

型に限る）とし，それ以外の使用は認めません。

3．�携帯電話，スマートフォン，イヤホン，ウェアラブル端末，電子辞書，IC 

レコーダーなどの電子機器類は，必ず電源を切ってから，カバンに収納する

こと。

4．�試験開始の合図により，試験を始めてください。

5．�解答は，すべて「解答用紙」の所定の欄に記入すること。

6．�試験終了の合図とともに直ちに筆記用具を置いてください。試験終了後に解

答用紙や筆記用具に触れた場合は，不正行為とみなすことがあります。試験

監督者が指示するまで，絶対に席を立たないでください。

7．�問題冊子および解答用紙は，試験終了後にすべて回収するので，持ち帰って

はいけません。
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問
題
Ⅰ 

　

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

　

怪
物
と
い
う
表
象
の
も
つ
意
味
を
整
理
し
て
み
よ
う
。
古
代
ギ
リ
シ
ャ
人
の
世
界
図
の
な
か
で
、
怪
物
は
世
界
の
周

縁
（
果
て
）
に
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
ら
に
と
っ
て
は
こ
う
い
う
図
式
が
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
　

「
わ
れ
わ
れ
」
の
世
界
―
中
心
―
西
欧
―
「
正
常
」

　
　

「
彼
ら
」
の
世
界
―
周
縁
―
非
西
欧
―
「
異
常
」

「
驚
異
」m

irabilis

と
は
異
常
な
も
の
、
驚
く
べ
き
も
の
、
不
可
思
議
な
も
の
、
予
期
し
な
い
も
の
、
通
常
で
は
な

い
も
の
を
意
味
す
る
言
葉
で
あ
り
、
否
定
的
に
も
肯
定
的
に
も
使
用
さ
れ
る
。
ヘ（
注
１
）ロ
ド
ト
ス
か
ら
マ（
注
２
）ン
デ
ヴ
ィ
ル
に
至

る
西
欧
人
に
と
っ
て
「
正
常
」
な
も
の
は
彼
ら
の
住
む
地
中
海
世
界
ま
た
は
少
な
く
と
も
西
欧
世
界
の
こ
と
で
あ
る
。

一
方
、
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
な
ど
は
そ
の
構
造
も
人
種
も
風
習
も
動
植
物
も
気
候
も
「
異
常
」
な
も
の
、「
驚
く
べ
き

も
の
」
と
さ
れ
る
。
多
く
の
西
欧
の
旅
行
記
が
伝
え
た
「
東
方
の
驚
異
」
と
は
、「
正
常
」
が
中
心
に
据
え
ら
れ
た
あ

と
で
、
周
縁
に
「
異
常
」
を
置
く
と
い
う
世
界
観
の
枠
組
の
な
か
で
創
造
さ
れ
た
概
念
で
あ
る
。
一
般
に
、
民
族
や
国

家
は
、
自
分
た
ち
（
わ
れ
わ
れ
）
と
は
異
な
っ
た
も
の
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
自
分
自
身
が
何
で
あ
る
か
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
「
世
界
の
果
て
」
を
創
り
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
た
ち
の
い
る
場
所
を
「
中

心
」
と
し
て
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
っ
て
よ
い
。

　

⑴
こ
の
よ
う
な
意
味
で
、
異
形
の
怪
物
は
、
西
欧
文
化
に
と
っ
て
の
「
他
者
（
自
分
と
違
う
も
の
）」
の
も
っ
と
も

は
っ
き
り
し
た
表
象
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
関
係
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
に
な
る
。

　
　

自
己
（
西
欧
＝
人
間
＝
文
明
）

　
　

他
者
（
非
西
欧
＝
人
間
＋
動
物
〈
怪
物
〉
＝
野
蛮
）

　

西
欧
文
明
は
絶
え
間
な
し
に
、
こ
の
「
他
者
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
創
造
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
の
正
統
性
、

中
心
性
、
普
遍
性
を
確
認
し
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
の
場
合
に
、
彼
ら
に
と
っ
て
の
「
他
者
」
か
ら
見
れ
ば
、
彼
ら
自

身
が
そ
の
「
他
者
」
で
あ
る
こ
と
は
想
像
し
な
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
西
欧
の
東
方
へ
の
視
線
は
、

古
代
・
中
世
・
近
世
と
経
過
す
る
西
欧
社
会
の
構
造
変
化
に
⒜
ト
モ
ナ
っ
て
変
化
し
て
い
る
。
軍
事
国
家
で
あ
り
、
ペ

ル
シ
ャ
等
の
異
文
明
と
恒
常
的
な
戦
闘
状
態
に
あ
っ
た
（
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
大
王
の
と
き
に
は
イ
ン
ド
ま
で
侵
入
し

た
）
古
代
ギ
リ
シ
ャ
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
に
お
け
る
帝
国
支
配
体
制
を
敷
い
た
ロ
ー
マ
に
と
っ
て
は
、
他
者
と
は
す
な

わ
ち 　

Ａ　

 

で
あ
っ
た
。
ま
た
、
キ
リ
ス
ト
教
的
中
世
に
と
っ
て
は
、
東
方
の
世
界
は
何
に
も
ま
し
て
「
異
教
徒
」

の
支
配
す
る
恐
る
べ
き
世
界
で
あ
り
、
こ
れ
は
強
大
な
オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
の
絶
え
間
な
い
脅
威
に
よ
っ
て
⒝
ゾ
ウ
フ

ク
さ
れ
た
。 　

Ⅰ　

 

し
か
し
、
そ
こ
に
は
、
回
教
圏
、
仏
教
圏
が
伝
承
し
て
い
る
諸
科
学
・
文
化
の
優
越
性
の
認
識

が
あ
り
、
野
蛮
・
未
開
の
対
立
観
念
は
後
退
し
、
畏
怖
と
と
も
に
憧
憬
の
要
素
が
交
っ
て
い
る
。 　

Ⅱ

　

決
定
的
な
変
化
は
大（
注
３
）航
海
時
代
以
降
に
起
こ
っ
た
。 　

Ⅲ　

 

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
の
社
会
科
学
者
イ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・

ウ
ォ
ー
ラ
ー
ス
テ
イ
ン
は
地
球
的
文
脈
と
歴
史
的
視
野
か
ら
発
展
の
問
題
を
考
え
、『
近
代
世
界
シ
ス
テ
ム
』
で
、
今
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日
の
世
界
経
済
は
一
五
世
紀
の
末
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
、
こ
の
時
代
を
、
一
六
世
紀
と
一
七
世
紀
に
完
全
に
発
達
し
、

産
業
革
命
以
前
に
す
で
に
成
熟
し
て
い
た
世
界
シ
ス
テ
ム
の
始
ま
り
だ
と
解
釈
し
た
。 　

Ⅳ　

 

つ
ま
り
、
一
四
五
〇

年
か
ら
一
五
五
〇
年
の
あ
い
だ
に
封
建
制
の
シ
ス
テ
ム
崩
壊
が
起
こ
り
、
一
五
五
〇
年
か
ら
一
六
五
〇
年
ま
で
に
資
本

主
義
的
世
界
シ
ス
テ
ム
は
す
べ
て
基
本
的
に
整
備
さ
れ
、
一
七
六
〇
年
か
ら
一
八
三
〇
年
ま
で
の
産
業
革
命
は
そ
れ
を

完
成
さ
せ
た
に
す
ぎ
な
い
と
考
え
た
。 　

Ⅴ

　

あ
ら
ゆ
る
点
か
ら
み
て
⑵
こ
の
歴
史
観
は
妥
当
な
も
の
だ
と
私
は
考
え
て
い
る
。
彼
の
い
う
「
世
界
シ
ス
テ
ム
」
と

は
、
個
々
の
国
家
や
文
明
が
そ
の
地
域
の
な
か
で
孤
立
し
て
経
済
秩
序
を
つ
く
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
地
球
上
の
国

際
的
な
経
済
秩
序
と
国
際
的
な
分
業
を
⒞
ト
ク
チ
ョ
ウ
と
し
て
一
つ
の
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て

い
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
で
は
、
先
進
文
明
が
中
核
と
な
り
、
そ
の
ま
わ
り
に
低
開
発
の
半
周
縁
・
周
縁
の
領
域
を
設
け

て
、
こ
の
中
心
が
利
益
を
得
る
た
め
に
、
周
縁
が
搾
取
さ
れ
る
と
い
う
や
り
方
で
機
能
す
る
。
近
代
史
は
世
界
の
多
く

の
部
分
が
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
取
り
込
ま
れ
て
い
く
過
程
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
過
程
の
始
ま
り
で
あ
る
一
六
世
紀
に
お
い
て
、
西
欧
は
科
学
思
想
や
航
海
術
・
天
文
学
の
発
明
な
ど
の
技
術
の

先
進
的
な
発
達
に
よ
っ
て
、「
世
界
の
発
見
者
」「
世
界
の
宗
主
国
」
と
な
り
、
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
ア
メ
リ
カ
は

「
発
見
さ
れ
、
植
民
さ
れ
る
」
対
象
と
な
っ
た
。
文
化
史
的
に
み
れ
ば
、
一
六
世
紀
か
ら
一
八
世
紀
の
「
ヴ
ン
ダ
ー
カ

マ
ー
（
驚
異
の
部
屋
）」
の
収
集
熱
、
木
陰
に
眠
る
黒
人
を
ア
ル
マ
ジ
ロ
や
サ
イ
や
極
楽
鳥
と
同
じ
く
珍
奇
な
文
物
と

し
て
「
グ
ロ
テ
ス
ク
文
様
」
に
描
く
と
い
う
い
わ
ゆ
る
「
異
国
趣
味
」
の
美
意
識
、
王
侯
の
栄
光
化
の
た
め
に
隷
属
す

る
異
国
の
怪
物
を
は
べ
ら
せ
る
と
い
う
発
想
な
ど
は
み
な
こ
の
時
期
以
降
に
起
こ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
最
初
に
あ
げ
た
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
、
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
の
王
侯
た
ち
が
凱が
い

旋せ
ん

門
や
凱
旋
行
列
の
下
に
怪
物
た
ち
を
く
く
り
つ
け
て
喜
ぶ
「
怪
物
好
み
」
の
流
行
に
従
っ
た
の
は
、
ち
ょ
う
ど
彼
ら

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
、
ア
メ
リ
カ
、
ア
フ
リ
カ
、
そ
し
て
「
東
方
」
に
向
け
て
植
民
を
始
め
、
そ
の
珍
奇
な
物
産
を
収
集

し
始
め
た
時
代
の
美
意
識
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
れ
ら
の
君
主
た
ち
の
凱
旋
馬
車
や
凱
旋
門
の
下
に
う
ず
く
ま
っ
て
い
る
怪
物
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
と
は
異
な
っ
た

も
の
、
奇
妙
な
も
の
に
充み

た
さ
れ
た
異
国
で
あ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
飾
り
と
し
て
、
ま
た
従
者
と
し
て
周
縁
に
付
随
す

る
他
者
の
表
象
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

産
業
革
命
を
達
成
し
、
大
規
模
な
産
業
シ
ス
テ
ム
が
大
量
の
生
産
を
可
能
に
し
、
市
場
の
開
発
、
低
廉
な
労
働
力
、

資
源
の
入
手
の
た
め
に
、
近
代
化
さ
れ
た
国
民
国
家
が
、
世
界
的
な
規
模
で
「
東
方
」
に
進
出
し
あ
っ
た
一
九
世
紀
の

状
況
を
、
歴
史
家
は
帝
国
主
義
の
時
代
と
呼
ん
で
い
る
が
、
こ
の
時
代
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
家
が
そ
れ
ぞ
れ
の
民

族
・
人
種
・
文
化
的
伝
統
を
「
正
統
」
と
し
て
相
互
に
⒟
ハ
イ
ジ
ョ
、
敵
対
し
あ
う
よ
う
に
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、

西
欧
・
キ
リ
ス
ト
教
文
化
圏
な
る
統
合
は
も
は
や
解
体
し
た
か
に
み
え
た
。
二
〇
世
紀
半
ば
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
時
代
に

は
、
ド
イ
ツ
に
よ
る
ア
ー
リ
ア
・
ゲ
ル
マ
ン
至
上
主
義
が
、
つ
い
に
異
人
種
で
あ
る
ユ
ダ
ヤ
人
の
「
壊
滅
（
ホ
ロ
コ
ー

ス
ト
）」
を
掲
げ
、
そ
れ
を
実
行
す
る
ま
で
に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
た
。
こ
の
時
期
、
日
本
も
ま
た
独
自
の
神
を
信
奉
す

る
「
神
国
」
と
し
て
独
自
の
文
化
伝
統
を
創
造
し
、
西
欧
を
「
敵
・
他
者
」
と
し
て
闘
っ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・
南
ア
メ
リ
カ
等
の
諸
国
、
諸
民
族
が
、
植
民
地
の
状
態
か
ら
解
放
ま

た
は
独
立
し
、
す
で
に
吸
収
し
た
西
欧
の
文
化
・
科
学
・
思
想
を
包
含
し
つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
民
族
的
・
国
家
的
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
確
立
し
始
め
た
。
こ
の
時
期
を
ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ニ
ア
ル
（
植
民
地
以
後
）
の
時
代
と
呼
ん
で
い
る
。
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ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ニ
ア
ル
の
時
代
、
つ
ま
り
今
の
時
代
は
⑶
画
期
的
に
新
し
い
時
代
で
あ
り
、
人
類
が
古
代
以
来
伝
承

し
て
き
た
歴
史
の
見
方
、
世
界
の
見
方
に
徹
底
的
な
⒠
ヘ
ン
コ
ウ
を
迫
ら
れ
る
時
代
で
あ
る
。
西
欧
は 　

ア　

 

を
喪

失
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
を
支
え
て
い
た
「 　

イ　

 

」
も
理
論
上
は
存
在
し
な
い
。
か
つ
て
の
宗
主
国
と
か
つ

て
の
植
民
地
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
過
去
を
新
し
く
再
編
さ
れ
た
地
球
の
地
図
の
上
で
自
己
批
判
し
、
再
解
釈
し
始
め
て
い

る
。
そ
の
と
き
に
か
つ
て
の
植
民
地
国
の
知
識
人
た
ち
が
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
っ
た
。
ア
ラ
ビ
ア
系
の
パ

レ
ス
テ
ィ
ナ
人
で
あ
る
エ
ド
ワ
ー
ド
・
サ
イ
ー
ド
は
、『
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
』『
文
化
と
帝
国
主
義
』
と
い
う
本
の
な

か
で
、「
対
位
法
的
思
考
」
の
枠
組
み
を
提
案
し
て
い
る
。
そ
れ
は
一
言
で
言
え
ば
、
物
事
に
は
相
反
す
る
二
面
が
あ

る
と
い
う
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
、
多
様
な
見
方
を
統
合
す
る
と
い
う
よ
り
は
互
い
に
響
か
せ
あ
う
こ
と
が
重
要
だ
と

い
う
考
え
で
あ
る
。

　

文
化
の
歴
史
を
語
る
と
き
に
、
か
つ
て
は
、
正
統
と
さ
れ
る
見
方
が
確
立
し
て
い
た
。
今
ま
で
の
歴
史
（
文
化
史
や

美
術
史
を
含
む
）
は
、
西
欧
先
進
国
家
（
人
種
的
に
い
え
ば
白
人
）
を
中
心
に
し
た
見
方
、
語
ら
れ
方
で
書
か
れ
て
き

た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
私
は
こ
こ
で
は
自
分
の
専
門
で
あ
る
西
洋
美
術
史
の
こ
と
を
い
っ
て
い
る
の
だ
が
、
日
本
で
あ

れ
ば
、
そ
れ
は
日
本
中
心
の
語
ら
れ
方
、
見
方
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
歴
史
家
は
い
ず
れ
か
の
視
点
に
立
つ
の
が
当
然

だ
か
ら
、
自
分
の
視
点
を
も
つ
こ
と
は
ま
ち
が
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
、
同
じ
事
柄
で
あ
っ
て
も
、
事
物
・
事

件
に
は
、
ま
た
他
方
の
見
方
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
な
い
の
な
ら
ば
、
⑷
そ
れ
は
偏
っ
た
見
方
に
な
る
。
世
界
を

構
成
し
て
い
る
多
様
な
文
明
や
人
種
の
そ
れ
ぞ
れ
の
側
の
見
方
、
考
え
方
を
同
時
に
見
て
い
く
べ
き
だ
と
い
う
考
え
、

特
に
か
つ
て
の
宗
主
国
と
植
民
地
の
か
か
わ
り
の
な
か
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
固
定
し
た
見
方
を
壊
し
、
新
た
な
見
方
を
提

案
し
て
い
こ
う
と
す
る
思
考
の
方
向
、
そ
れ
を
ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ニ
ア
ル
の
歴
史
観
・
文
化
史
観
と
呼
ん
で
い
る
。

 

（
若わ
か

桑く
わ

み
ど
り
『
イ
メ
ー
ジ
の
歴
史
』）

（
注
１
）
ヘ
ロ
ド
ト
ス
…
…
前
五
世
紀
に
活
動
し
た
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
歴
史
家
。

（
注
２
）
マ
ン
デ
ヴ
ィ
ル
…
…
十
四
世
紀
に
活
動
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
医
師
、
旅
行
家
。

（
注
３
）
大
航
海
時
代
…
… 

一
五
世
紀
半
ば
か
ら
一
七
世
紀
半
ば
ま
で
、
西
欧
各
国
に
よ
る
ア
フ
リ
カ
・
ア
ジ
ア
・
ア

メ
リ
カ
大
陸
へ
の
大
規
模
な
航
海
が
行
わ
れ
て
い
た
時
代
。
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問
１　

傍
線
部
⒜
～
⒠
と
同
じ
漢
字
を
含
む
語
を
、
次
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
な
さ
い
。
解
答
番
号
は
、

⒜ 　

１　

 

、
⒝ 　

２　

 

、
⒞ 　

３　

 

、
⒟ 　

４　

 

、
⒠ 　

５　

 

。

 
 

 
 

①　

生
涯
に
わ
た
る
ハ
ン
リ
ョ
と
出
会
う
。

 
 

 
 

②　

ハ
ン
ザ
ツ
を
極
め
た
仕
事
に
取
り
か
か
る
。

 

⒜　

ト
モ
ナ
っ
て 

 　

１　

 
 

③　

こ
の
製
品
は
ハ
ン
ヨ
ウ
性
が
高
い
。

 
 

 
 

④　

緊
急
ハ
ン
ソ
ウ
に
よ
っ
て
助
か
る
。

 
 

 
 

⑤　

河
川
の
ハ
ン
ラ
ン
を
食
い
止
め
る
。

 
 

 
 

①　

衝
撃
エ
イ
ゾ
ウ
が
人
び
と
を
震し
ん

撼か
ん

さ
せ
た
。

 
 

 
 

②　

そ
の
カ
メ
ラ
は
露
出
計
を
ナ
イ
ゾ
ウ
し
て
い
る
。

 

⒝　

ゾ
ウ
フ
ク 

 　

２　

 
 

③　

ゾ
ウ
オ
に
満
ち
た
感
情
を
表
現
す
る
。

 
 

 
 

④　

売
り
上
げ
が
去
年
か
ら
バ
イ
ゾ
ウ
し
た
。

 
 

 
 

⑤　

母
校
に
電
子
オ
ル
ガ
ン
を
キ
ゾ
ウ
し
た
。

 
 

 
 

①　

愚
か
な
行
動
が
チ
ョ
ウ
シ
ョ
ウ
を
買
っ
た
。

 
 

 
 

②　

ケ
ン
チ
ョ
ウ
所
在
地
を
覚
え
る
。

 

⒞　

ト
ク
チ
ョ
ウ 

 　

３　

 
 

③　

町
内
会
費
を
チ
ョ
ウ
シ
ュ
ウ
す
る
。

 
 

 
 

④　

長
い
助
走
か
ら
チ
ョ
ウ
ヤ
ク
す
る
。

 
 

 
 

⑤　

予
算
を
チ
ョ
ウ
カ
す
る
恐
れ
が
あ
る
。

 
 

 
 

①　

母
校
は
毎
年
有
名
人
を
ハ
イ
シ
ュ
ツ
す
る
。

 
 

 
 

②　

ゴ
ミ
が
詰
ま
っ
て
う
ま
く
ハ
イ
ス
イ
し
な
い
。

 

⒟　

ハ
イ
ジ
ョ 

 　

４　

 
 

③　

優
勝
の
シ
ュ
ク
ハ
イ
を
あ
げ
る
。

 
 

 
 

④　

有
名
な
ハ
イ
ク
を
鑑
賞
す
る
。

 
 

 
 

⑤　

恩
師
か
ら
の
手
紙
を
ハ
イ
ジ
ュ
す
る
。

 
 

 
 

①　

当
日
は
コ
ウ
セ
イ
な
取
り
引
き
が
行
わ
れ
た
。

 
 

 
 

②　

彼
は
福
利
コ
ウ
セ
イ
施
設
に
勤
務
し
て
い
る
。

 

⒠　

ヘ
ン
コ
ウ 
 　

５　

 
 

③　

コ
ウ
セ
イ
に
転
じ
て
逆
転
を
果
た
す
。

 
 

 
 

④　

そ
の
小
説
家
は
コ
ウ
セ
イ
に
名
を
残
し
た
。

 
 

 
 

⑤　

非
行
に
走
っ
た
少
年
を
コ
ウ
セ
イ
さ
せ
る
。

⎫ ⎟ ⎟ ⎟ ⎟ ⎬ ⎟ ⎟ ⎟ ⎟ ⎭⎫ ⎟ ⎟ ⎟ ⎟ ⎬ ⎟ ⎟ ⎟ ⎟ ⎭⎫ ⎟ ⎟ ⎟ ⎟ ⎬ ⎟ ⎟ ⎟ ⎟ ⎭⎫ ⎟ ⎟ ⎟ ⎟ ⎬ ⎟ ⎟ ⎟ ⎟ ⎭⎫ ⎟ ⎟ ⎟ ⎟ ⎬ ⎟ ⎟ ⎟ ⎟ ⎭
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問
２　

傍
線
部
⑴
「
こ
の
よ
う
な
意
味
」
と
あ
る
が
、
こ
の
内
容
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら

一
つ
選
び
な
さ
い
。
解
答
番
号
は
、 　

６　

 

。

①　

自
分
た
ち
が
理
解
で
き
な
い
も
の
の
存
在
に
よ
っ
て
、
世
界
の
周
縁
や
果
て
を
実
感
で
き
る
と
い
う
こ
と
。

②　

自
分
た
ち
と
他
者
と
の
比
較
に
よ
っ
て
、
自
分
た
ち
の
い
い
面
と
悪
い
面
と
が
理
解
で
き
る
と
い
う
こ
と
。

③　

自
分
た
ち
と
は
異
な
る
も
の
の
存
在
に
よ
っ
て
、
自
分
た
ち
が
何
も
の
か
を
確
認
で
き
る
と
い
う
こ
と
。

④　

自
分
た
ち
を
世
界
の
中
心
に
据
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
他
者
と
の
違
い
が
明
確
に
意
識
で
き
る
と
い
う
こ
と
。

⑤　

自
分
た
ち
の
世
界
の
果
て
を
創
り
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
他
者
の
異
常
性
を
よ
り
強
調
で
き
る
と
い
う
こ
と
。

問
３　

空
欄 　

Ａ　

 

に
入
る
最
も
適
当
な
言
葉
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。
解
答
番
号
は
、 　

７　

 

。

①　

「
西
欧
」
に
よ
っ
て
創
造
さ
れ
る
べ
き
「
東
洋
」

②　

「
国
家
」
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
べ
き
「
民
族
」

③　

「
特
殊
」
に
よ
っ
て
賞
賛
さ
れ
る
べ
き
「
普
遍
」

④　

「
正
常
」
に
よ
っ
て
是
正
さ
れ
る
べ
き
「
異
常
」

⑤　

「
文
明
」
に
よ
っ
て
征
服
さ
れ
る
べ
き
「
野
蛮
」

問
４　

次
の
文
は
本
文
の
一
部
で
あ
る
。
ど
こ
に
入
れ
る
の
が
最
も
適
当
か
。
本
文
中
の 　

Ｉ　
 

～ 　

Ⅴ　

 

の
中

か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。
解
答
番
号
は
、 　

８　

 

。

東
方
と
の
交
易
は
中
世
の
商
人
た
ち
に
と
っ
て
最
大
の
利
益
を
も
た
ら
し
た
か
ら
で
あ
る
。

①　

 　

Ｉ

②　

 　

Ⅱ

③　

 　

Ⅲ

④　

 　

Ⅳ

⑤　

 　

Ⅴ
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問
５　

傍
線
部
⑵
「
こ
の
歴
史
観
」
と
あ
る
が
、
こ
の
内
容
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ

選
び
な
さ
い
。
解
答
番
号
は
、 　

９　

 

。

①　

封
建
制
の
シ
ス
テ
ム
崩
壊
は
、
産
業
革
命
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
と
い
う
見
方
。

②　

資
本
主
義
的
世
界
シ
ス
テ
ム
は
、
産
業
革
命
以
前
に
す
で
に
整
備
さ
れ
て
い
た
と
い
う
見
方
。

③　

今
日
の
世
界
経
済
の
始
ま
り
は
、
封
建
制
時
代
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
見
方
。

④　

産
業
革
命
は
、
資
本
主
義
的
世
界
シ
ス
テ
ム
の
成
熟
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
と
い
う
見
方
。

⑤　

経
済
の
世
界
シ
ス
テ
ム
は
、
産
業
革
命
と
は
無
関
係
に
成
熟
、
完
成
さ
れ
た
と
い
う
見
方
。

問
６　

傍
線
部
⑶
「
画
期
的
に
」
の
、
本
文
に
お
け
る
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な

さ
い
。
解
答
番
号
は
、 　

10　

 

。

①　

き
ち
ん
と
し
た
計
画
に
則の
っ
と

っ
て
進
め
ら
れ
た
、
周
到
で
綿
密
な

②　

誰
も
予
想
で
き
な
か
っ
た
く
ら
い
、
意
外
で
不
可
思
議
な

③　

既
成
の
枠
に
と
ら
わ
れ
て
い
な
い
、
自
由
気
ま
ま
で
常
識
外
れ
の

④　

こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
よ
う
な
、
す
ば
ら
し
く
目
覚
ま
し
い

⑤　

ほ
と
ん
ど
の
人
び
と
が
驚
嘆
す
る
、
派
手
で
見
栄
え
の
よ
い

問
７　

空
欄 　

ア　

 

・ 　

イ　

 

に
入
る
最
も
適
当
な
言
葉
を
、
次
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
な
さ
い
。

解
答
番
号
は
、
ア 　

11　

 

、
イ 　

12　

 

。

ア　

 　

11　

 　

①　

先
進
性　
　
　

②　

生
産
性　
　
　

③　

独
自
性

　
　
　
　
　
　
　

④　

主
体
性　
　
　

⑤　

中
心
性

イ　

 　

12　

 　

①　

怪
物　
　
　
　

②　

周
縁　
　
　
　

③　

東
方

　
　
　
　
　
　
　

④　

野
蛮　
　
　
　

⑤　

他
者

問
８　

傍
線
部
⑷
「
そ
れ
」
と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
指
し
て
い
る
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の

を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。
解
答
番
号
は
、 　

13　

 

。

①　

西
欧
文
化
の
正
統
性
を
基
に
、
歴
史
を
見
る
と
い
う
こ
と
。

②　

日
本
中
心
の
考
え
方
に
立
ち
、
歴
史
を
語
る
と
い
う
こ
と
。

③　

他
者
の
見
方
を
否
定
し
、
歴
史
を
私
有
化
す
る
と
い
う
こ
と
。

④　

自
己
の
視
点
を
も
っ
た
う
え
で
、
歴
史
を
語
る
と
い
う
こ
と
。

⑤　

美
術
史
と
い
う
観
点
か
ら
、
歴
史
を
見
て
い
く
と
い
う
こ
と
。



― 7 ―

問
９　

二
重
傍
線
部
「
怪
物
と
い
う
表
象
の
も
つ
意
味
」
と
あ
る
が
、
西
欧
文
明
に
と
っ
て
の
「
怪
物
と
い
う
表
象
の

も
つ
意
味
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
。
四
十
字
以
内
で
説
明
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は
、 　

14　

 

。

問
10　

本
文
の
内
容
に
合
致
す
る
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。
解
答
番
号
は
、 　

15　

 

。

①　

西
欧
人
は
、
自
ら
の
文
明
の
優
位
性
を
強
く
意
識
し
、
自
分
た
ち
が
住
む
場
所
こ
そ
が
世
界
の
中
心
で
あ
る

と
考
え
る
な
か
で
、
世
界
の
果
て
と
い
う
概
念
を
創
造
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

②　

科
学
技
術
や
航
海
技
術
等
の
飛
躍
的
発
達
に
よ
り
世
界
中
を
運
行
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
西
欧
諸
国
は
、
そ

れ
ま
で
人
間
が
住
ん
で
い
な
か
っ
た
場
所
を
数
多
く
発
見
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

③　

中
世
の
西
欧
に
と
っ
て
、
東
方
世
界
と
は
、
自
分
た
ち
の
理
解
の
及
ば
な
い
異
教
徒
た
ち
が
支
配
す
る
恐
る

べ
き
世
界
で
あ
り
、
決
し
て
近
づ
い
て
は
い
け
な
い
野
蛮
な
場
所
で
あ
っ
た
。

④　

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
そ
れ
ま
で
西
欧
か
ら
搾
取
さ
れ
続
け
て
き
た
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
の
国
々
は
、
西
欧

文
明
を
全
面
的
に
否
定
し
、
自
国
文
化
の
主
体
性
を
主
張
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

⑤　

現
在
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
歴
史
の
見
方
の
多
様
性
を
認
め
、
過
去
の
歴
史
の
な
か
で
固
定
化
さ
れ
て
き

た
、
西
欧
先
進
国
家
と
そ
の
支
配
下
の
国
々
と
い
っ
た
見
方
を
壊
す
こ
と
で
あ
る
。
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問
題
Ⅱ 

　

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

　

か
つ
て
、
あ
る
授
業
で
、
難
し
い
哲
学
問
題
に
私
自
身
分
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
し
ど
ろ
も
ど
ろ
、
冷
や
汗
を

か
き
な
が
ら
終
え
た
こ
と
が
あ
る
。
失
敗
し
た
、
そ
う
思
っ
て
教
室
を
出
よ
う
と
し
た
そ
の
と
き
、
あ
ろ
う
こ
と
か
一

人
の
学
生
が
、
⑴
「
先
生
、
今
日
の
授
業
、
分
か
り
や
す
か
っ
た
で
す
ね
」
と
言
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、

不
特
定
の
相
手
に
何
か
を
伝
え
よ
う
と
す
る
者
が
陥
り
が
ち
な
落
と
し
穴
が
あ
る
。
き
ち
ん
と
準
備
し
、
み
ご
と
な
構

成
と
わ
れ
な
が
ら
ほ
れ
ぼ
れ
し
、
よ
ど
み
な
く
授
業
し
た
と
す
る
。
ダ
メ
な
の
で
あ
る
。
そ
の
と
き
教
師
自
身
が
ほ
れ

ぼ
れ
し
て
い
る
の
は
、「
ど
う
教
え
れ
ば
よ
い
の
か
」
と
い
う
教
師
自
身
の
問
題
に
対
し
て
、
自
分
で
合
格
点
と
思
え

る
解
答
を
得
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
学
生
は
そ
も
そ
も
「
ど
う
教
え
れ
ば
よ
い
の
か
」
な
ん
て
問
題
は

抱
え
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
流
れ
る
よ
う
に
授
業
を
し
て
も
、
そ
れ
が
答
え
に
な
る
よ
う
な
な
ん
ら
か
の
問

い
を
学
生
た
ち
の
も
と
に
発
生
さ
せ
な
け
れ
ば
、
学
生
は
た
だ
置
い
て
け
ぼ
り
を
食
わ
さ
れ
る
だ
け
で
し
か
な
い
。
他

方
、
か
つ
て
の
授
業
で
私
は
、
授
業
中
に
問
い
直
し
、
悩
み
始
め
た
。
そ
ん
な
つ
っ
か
え
つ
っ
か
え
の
進
み
方
が
、
か

え
っ
て
よ
い
方
向
に
働
い
た
の
だ
ろ
う
。

　

聞
い
て
も
ら
お
う
と
す
る
な
ら
ば
、
た
と
え
大
人
数
の
授
業
で
も
、
対
話
型
の
授
業
を
め
ざ
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま

ず
問
い
を
発
生
さ
せ
る
。
何
だ
ろ
う
、
な
ぜ
だ
ろ
う
、
ど
う
な
っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
、
そ
う
し
た
問
い
の
前
に
学
生
ひ

と
り
ひ
と
り
を
向
か
わ
せ
、
答
え
へ
の
要
求
を
生
み
出
す
の
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
言
い
た
い
こ
と
を
言
え
ば
、
ほ
ら
、

学
生
は
み
ん
な
目
を
輝
か
せ
て
…
…
、
と
、
い
う
ほ
ど
う
ま
く
い
く
わ
け
で
は
も
ち
ろ
ん
な
い
が
、
少
な
く
と
も
、 

 　

Ａ　

 

失
敗
す
る
こ
と
だ
け
は
、
目
に
見
え
て
い
る
。

　

⑵
書
く
こ
と
も
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
、
書
く
場
合
に
は
目
の
前
に
⒜
チ
ョ
ウ
シ
ュ
ウ
が
い
な
い
分
だ
け
、
モ
ノ
ロ
ー

グ
型
に
な
り
や
す
い
。
読
者
に
問
い
を
発
生
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
ひ
た
す
ら
自
分
の
言
い
た
い
こ
と
を
書
い
て
し
ま
い

が
ち
な
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
何
か
を
主
張
し
た
け
れ
ば
、「
こ
れ
は
い
っ
た
い
ど
う
い
う
問
い
へ
の
答
え
に
な
っ
て

い
る
の
か
」
と
自
問
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
書
き
た
い
こ
と
か
ら
一
歩
退
い
た
と
こ
ろ
か
ら

始
め
よ
」
と
先（
注
）に
述
べ
た
の
は
、
そ
う
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。

（
お
気
づ
き
だ
ろ
う
か
、
私
自
身
こ
こ
で
、
問
い
を
発
生
さ
せ
る
と
い
う
技
術
を
少
し
だ
け
用
い
た
こ
と
に
な
る
。

「
一
歩
退
い
た
と
こ
ろ
か
ら
始
め
る
」
な
ん
て
い
さ
さ
か
分
か
り
に
く
い
言
い
方
を
し
て
お
い
て
、
読
者
に
「
ど
う
い

う
こ
と
か
な
」
と
思
わ
せ
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
⑶
お
も
む
ろ
に
「
ど
う
い
う
こ
と
か
と
言
え
ば
で
す
ね
」

と
切
り
出
す
。
う
ま
く
い
っ
た
か
ど
う
か
は
心
も
と
な
い
け
れ
ど
。
ま
あ
、
⑷
そ
れ
な
り
に
工
夫
し
て
原
稿
を
書
い
て

い
る
の
で
し
た
。）

　

書
い
て
い
て
、
か
な
り
一
気
に
書
け
る
場
合
と
、
話
が
一
段
落
す
る
た
び
に
、
し
ば
し
書
く
手
を
止
め
て
「
さ
て
」

と
次
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
場
合
と
が
あ
る
。（
正
直
に
告
白
し
よ
う
。
私
は
い
ま
こ
の
段
落
を
書
き
始
め
る
前
に
、

し
ば
ら
く
考
え
こ
ん
だ
。
書
く
内
容
は
決
ま
っ
て
い
た
の
だ
が
、
ど
う
つ
な
げ
よ
う
か
考
え
た
の
で
あ
る
。
結
果
、
ご

覧
の
と
お
り
、
あ
ま
り
う
ま
く
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
。）
別
に
一
気
に
書
か
ね
ば
ダ
メ
だ
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、

ち
ょ
っ
と
書
い
て
は
次
の
策
を
練
り
、
ま
た
ち
ょ
っ
と
書
い
て
は
前
を
読
み
直
す
、
と
い
う
よ
う
な
書
き
方
を
し
て
い

る
と
、
と
き
に
全
体
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。
ひ
ど
い
と
き
は
一
文
ご
と
に
文
章
が
と
ぎ
れ
る
こ

と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
書
き
慣
れ
て
い
な
い
人
が
長
い
文
章
を
書
こ
う
と
す
る
と
、
⒝
オ
ウ
オ
ウ
に
し
て
そ
ん
な
ふ
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う
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
文
章
が
動
い
て
い
か
な
い
の
で
あ
る
。
う
ま
く
い
く
と
き
は
、
先
行
す
る
文
章
が

自
然
に
次
の
文
章
を
生
み
出
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
る
。
よ
ほ
ど
う
ま
く
い
く
と
、
も
う
自
分
が
書
い
て
い
る
の
で
は

な
く
、
湧
い
て
く
る
文
章
を
た
だ
書
き
と
め
て
い
る
だ
け
と
い
う
状
態
に
な
る
。
私
に
も
そ
の
よ
う
な
経
験
が
な
い
わ

け
で
は
な
い
。
ど
こ
が
違
う
の
だ
ろ
う
。

　

小
説
な
ど
で
は
、
登
場
人
物
が
か
っ
て
に
動
き
始
め
る
な
ん
て
こ
と
が
よ
く
言
わ
れ
た
り
も
す
る
。
し
か
し
、
い
ま

問
題
に
し
て
い
る
論
理
的
な
文
章
の
場
合
に
は
、
む
し
ろ
問
題
が
か
っ
て
に
動
き
始
め
る
と
で
も
言
う
べ
き
だ
ろ
う
。

問
い
と
答
え
の
自
己
運
動
が
始
ま
る
の
で
あ
る
。
ま
ず
問
い
が
立
つ
。
そ
れ
に
答
え
る
と
、
そ
れ
が
自
然
に
次
の
問
い

を
生
み
出
す
。
そ
う
な
っ
た
ら
し
め
た
も
の
だ
。
ま
あ
、
な
か
な
か
そ
う
は
な
ら
な
い
の
が
現
実
で
は
あ
る
が
、
読
ま

せ
る
文
章
と
い
う
の
は
、
そ
の
よ
う
に
、
答
え
が
そ
れ
だ
け
で
完
結
せ
ず
に
、
同
時
に
そ
こ
に
次
の
問
い
が
し
か
け
ら

れ
、
問
い
か
ら
答
え
へ
、
答
え
か
ら
問
い
へ
と
運
動
が
続
い
て
い
く
の
で
あ
る
。
逆
に
、
拙
い
文
章
は
一
問
一
答
の
羅

列
の
よ
う
に
な
り
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
、
た
め
息
の
よ
う
に
、
動
き
が
止
ま
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。

　

文
と
文
が
互
い
に
呼
応
し
あ
い
、
連
関
し
あ
っ
て
ひ
と
つ
の
文
章
全
体
が
形
作
ら
れ
る
。
ま
さ
に
そ
れ
が
、「
論
理

的
な
文
章
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
ひ
と
つ
の
話
題
を
め
ぐ
っ
て
書
き
た
い
こ
と
を
た
だ
連
ね
て
い
く
だ
け
で
は
、
け
っ

し
て
読
ま
せ
る
文
章
に
も
論
理
的
な
文
章
に
も
な
ら
な
い
。
表
向
き
に
は
主
張
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
だ
け
に
見
え
て
も
、

背
後
に
は
そ
の
主
張
を
導
く
問
い
か
け
が
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
問
い
と
答
え
の
連
鎖
と
し
て
、
ひ
と
つ
の
主
張
が

次
の
主
張
の
問
い
を
用
意
す
る
よ
う
に
し
て
、
つ
な
が
り
あ
っ
て
い
く
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

難
し
い
？　

た
し
か
に
、
な
か
な
か
難
し
い
技
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
⑸
経
験
を
積
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、

誤
解
さ
れ
が
ち
な
こ
と
だ
が
、
た
く
さ
ん
書
い
た
か
ら
と
い
っ
て
、
こ
こ
で
私
が
言
う
「
経
験
を
積
む
」
こ
と
に
は
あ

ま
り
な
ら
な
い
。
む
し
ろ
私
が
言
い
た
い
の
は
、
た
く
さ
ん
「
読
ん
で
も
ら
う
」
こ
と
だ
。
書
く
こ
と
に
不
慣
れ
な
人

と
い
う
の
は
、
書
く
こ
と
そ
れ
自
体
に
不
慣
れ
と
い
う
よ
り
も
、
見
え
な
い
読
者
と
の
対
話
に
不
慣
れ
な
の
で
あ
る
。

だ
か
ら
、
日
記
の
よ
う
に
た
だ
書
く
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
を
現
実
の
読
者
の
も
と
に
と
ど
け
、
現
実
の
反
応
に
出
会

わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
こ
で
、
論
理
的
な
文
章
を
書
く
た
め
の
、 　

ア　

 

な
ア
ド
バ
イ
ス
を
ひ
と
つ
し
て
お
こ
う
。
論
理
的
に
書
く
基

本
、
そ
れ
は
接
続
詞
に
あ
る
。
よ
り
き
ち
ん
と
言
え
ば
、
接
続
助
詞
な
ど
も
含
め
た
さ
ま
ざ
ま
な
接
続
表
現
を
き
っ
ち

り
使
い
こ
な
す
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
私
は
、
論
理
的
に
書
く
た
め
の
ひ
と
つ
の
基
本
的
な
⒞
シ
シ
ン
と
し
て
、
問

い
を
読
者
に
共
有
さ
せ
る
こ
と
、
と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス
を
与
え
て
き
た
。
何
ご
と
か
を
主
張
す
る
に
は
、
ま
ず
問
い
を

呼
び
起
こ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
、
問
い
に
対
す
る
応
答
の
サ
イ
ン
が
、
接
続
表
現
な
の
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、「
つ
ま
り
」
と
私
が
書
き
出
し
た
と
し
よ
う
。
な
ぜ
私
は
こ
こ
で
「
つ
ま
り
」
と
書
い
た
の
か
。
そ
れ
は
、

直
前
の
文
に
対
し
て
、
読
者
が
「
ど
う
い
う
こ
と
？
」
と
い
う
問
い
を
抱
く
と
予
想
し
た
か
ら
で
あ
る
。
― 

私
は

「
問
い
に
対
す
る
応
答
の
サ
イ
ン
が
接
続
表
現
な
の
だ
」
と
書
い
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
い
さ
さ
か
分
か
り
に
く
い
表

現
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
た
。
読
者
は
説
明
を
求
め
て
く
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
、「
つ
ま
り
」
と
説
明
を
始
め
る
。
い

ま
の
場
合
、
私
は
よ
り
具
体
的
に
説
明
し
た
方
が
よ
い
と
考
え
た
の
で
、「
例
え
ば
」
と
始
め
た
わ
け
だ
。

　

あ
る
い
は
ま
た
、「
な
ぜ
？
」
と
い
う
問
い
が
生
じ
る
と
考
え
ら
れ
る
場
合
に
は
、「
な
ぜ
な
ら
」
と
続
け
よ
う
。

「
そ
う
す
る
と
ど
う
な
る
の
か
」
と
問
わ
れ
る
な
ら
ば
、「 　

Ｉ　

 

」
と
応
じ
る
。
誤
解
さ
れ
そ
う
だ
と
思
っ
た
ら
、 

「 　

Ⅱ　

 

」
と
補
足
し
、「
ふ
ん
ふ
ん
、
そ
れ
で
？
」
と
促
さ
れ
た
な
ら
ば
、「 　

Ⅲ　

 

」
と
つ
な
い
で
も
よ
い
。
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文
を
ひ
と
つ
そ
こ
に
書
く
。
そ
れ
が
誰
か
に
読
ま
れ
る
。
読
ん
だ
人
は
必
ず
や
、
そ
の
文
に
な
に
が
し
か
の
反
応
を

す
る
。
ひ
と
つ
の
文
を
そ
こ
に
書
き
つ
け
た
者
は
、
読
者
の
そ
の
反
応
に
応
答
す
る
責
任
が
あ
る
。
と
き
に
、
予
想
さ

れ
る
反
応
を
裏
切
っ
て
、「
し
か
し
」
と
続
け
る
こ
と
も
あ
る
。
裏
切
る
こ
と
も
、
も
ち
ろ
ん
ひ
と
つ
の
応
答
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
接
続
表
現
と
は
、
問
い
と
答
え
の
や
り
と
り
に
お
け
る
、
い
わ
ば
「
合
い
の
手
」
と
な
る
。
だ
か
ら
、

モ
ノ
ロ
ー
グ
型
の
文
章
ほ
ど
、
接
続
表
現
に
⒟
ト
ボ
し
い
。
新
聞
で
も
雑
誌
で
も
、
そ
の
観
点
か
ら
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み

て
い
た
だ
き
た
い
。
た
だ
言
い
た
い
こ
と
を
箇
条
書
き
に
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
接
続
表
現
は
必
要
が
な
い
。
あ
る
主
張

を
解
説
し
た
り
、
そ
の
理
由
を
述
べ
た
り
、
そ
こ
か
ら
何
か
を
結
論
し
た
り
す
る
。
あ
る
い
は
ま
た
、
主
張
を
⒠
フ
カ

し
た
り
、
補
足
し
た
り
、
先
の
主
張
に
反
論
し
た
り
も
す
る
。
予
想
さ
れ
る
読
者
の
反
応
に
応
答
し
、
そ
の
問
い
と
答

え
の
連
関
を
示
す
と
き
に
、
接
続
表
現
が
用
い
ら
れ
る
。
接
続
表
現
こ
そ
が
、「
論
理
」
を
明
示
し
、
文
章
を
モ
ノ

ロ
ー
グ
型
か
ら
対
話
型
へ
と
開
い
て
い
く
こ
と
ば
な
の
で
あ
る
。

　

接
続
表
現
を
明
確
に
使
う
こ
と
、
な
ぜ
自
分
が
い
ま
そ
の
接
続
表
現
を
用
い
た
の
か
に
完
全
に 　

イ　

 

に
な
る
こ

と
、
そ
れ
が
、
論
理
的
に
書
く
た
め
に
決
定
的
に
重
要
と
な
る
。
日
本
語
に
は
論
理
を
表
現
す
る
の
に
十
分
な
、
き
わ

め
て
さ
ま
ざ
ま
な
接
続
表
現
が
あ
る
。
他
方
、
接
続
表
現
を
多
用
し
た
文
章
は
美
し
く
な
い
と
す
る
傾
向
が
、
こ
れ
ま

で
の
わ
れ
わ
れ
に
は
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
だ
が
、
な
に
よ
り
も
ま
ず
、
初
心
者
に
は
意
識
的
に
接
続
表
現
を
少

し
多
め
に
使
う
こ
と
を
お
す
す
め
し
た
い
。
そ
の
た
め
に
文
章
は
多
少
ゴ
ツ
ゴ
ツ
し
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。
し
か

し
、
美
し
い
モ
ノ
ロ
ー
グ
へ
の
自
己
満
足
か
ら
は
脱
却
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
っ
か
り
と
読
者
を
見
据
え
た
、
対

話
へ
と
開
か
れ
た
文
章
を
書
く
、
そ
れ
が
「
論
理
的
に
書
く
」
と
い
う
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

 

（
野の

矢や

茂し
げ

樹き

『
哲
学
な
日
々 

― 

考
え
さ
せ
な
い
時
代
に
抗
し
て
』）

（
注
）
先
に
述
べ
た
…
…
本
文
よ
り
前
の
箇
所
で
の
記
載
を
指
す
。
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問
１　

傍
線
部
⒜
～
⒠
と
同
じ
漢
字
を
含
む
語
を
、
次
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
な
さ
い
。
解
答
番
号
は
、

⒜ 　

16　

 

、
⒝ 　

17　

 

、
⒞ 　

18　

 

、
⒟ 　

19　

 

、
⒠ 　

20　

 

。

 
 

 
 

①　

そ
の
作
品
は
か
な
り
シ
ュ
ウ
イ
ツ
だ
っ
た
。

 
 

 
 

②　

シ
ュ
ウ
チ
心
を
失
っ
て
は
い
け
な
い
。

 

⒜　

チ
ョ
ウ
シ
ュ
ウ 

 　

16　

 
 

③　

団
体
の
離
合
シ
ュ
ウ
サ
ン
が
続
い
た
。

 
 

 
 

④　

円
の
ガ
イ
シ
ュ
ウ
を
計
算
す
る
。

 
 

 
 

⑤　

タ
イ
シ
ュ
ウ
文
化
を
学
ぶ
。

 
 

 
 

①　

オ
ウ
チ
ャ
ク
な
態
度
を
と
が
め
る
。

 
 

 
 

②　

車
が
頻
繁
に
オ
ウ
ラ
イ
す
る
。

 

⒝　

オ
ウ
オ
ウ 

 　

17　

 
 

③　

適
切
な
オ
ウ
キ
ュ
ウ
処
置
が
と
ら
れ
る
。

 
 

 
 

④　

武
道
の
オ
ウ
ギ
を
極
め
る
。

 
 

 
 

⑤　

証
拠
品
が
オ
ウ
シ
ュ
ウ
さ
れ
た
。

 
 

 
 

①　

ラ
シ
ン
バ
ン
を
用
い
て
航
海
す
る
。

 
 

 
 

②　

税
金
の
シ
ン
コ
ク
を
す
る
。

 

⒞　

シ
シ
ン 

 　

18　

 
 

③　

作
業
を
シ
ン
チ
ョ
ウ
に
す
す
め
る
。

 
 

 
 

④　

ま
さ
に
シ
ン
シ
的
な
態
度
だ
。

 
 

 
 

⑤　

姉
の
ニ
ン
シ
ン
が
判
明
す
る
。

 
 

 
 

①　

タ
ボ
ウ
な
毎
日
に
疲
弊
す
る
。

 
 

 
 

②　

資
源
の
キ
ュ
ウ
ボ
ウ
が
著
し
い
。

 

⒟　

ト
ボ
し
い 

 　

19　

 
 

③　

ダ
ン
ボ
ウ
器
具
を
新
し
く
買
い
替
え
る
。

 
 

 
 

④　

話
題
作
の
ボ
ウ
ト
ウ
を
読
む
。

 
 

 
 

⑤　

国
家
の
ソ
ン
ボ
ウ
の
危
機
に
直
面
す
る
。

 
 

 
 

①　

カ
モ
ク
に
作
業
に
取
り
組
む
。

 
 

 
 

②　

カ
ダ
イ
の
多
さ
に
四
苦
八
苦
す
る
。

 

⒠　

フ
カ 
 　

20　

 
 

③　

体
に
フ
カ
の
か
か
ら
な
い
動
き
を
す
る
。

 
 

 
 

④　

長
い
カ
モ
ツ
列
車
に
遭
遇
す
る
。

 
 

 
 

⑤　

生
徒
の
作
文
に
カ
ヒ
ツ
す
る
。

⎫ ⎟ ⎟ ⎟ ⎟ ⎬ ⎟ ⎟ ⎟ ⎟ ⎭⎫ ⎟ ⎟ ⎟ ⎟ ⎬ ⎟ ⎟ ⎟ ⎟ ⎭⎫ ⎟ ⎟ ⎟ ⎟ ⎬ ⎟ ⎟ ⎟ ⎟ ⎭⎫ ⎟ ⎟ ⎟ ⎟ ⎬ ⎟ ⎟ ⎟ ⎟ ⎭⎫ ⎟ ⎟ ⎟ ⎟ ⎬ ⎟ ⎟ ⎟ ⎟ ⎭
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問
２　

傍
線
部
⑴
「『
先
生
、
今
日
の
授
業
、
分
か
り
や
す
か
っ
た
で
す
ね
』
と
言
っ
て
き
た
」
と
あ
る
が
、
学
生
が

こ
の
よ
う
に
言
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

解
答
番
号
は
、 　

21　

 

。

①　

授
業
だ
と
い
う
こ
と
も
忘
れ
、
生
徒
の
こ
と
は
そ
っ
ち
の
け
に
し
て
自
分
の
世
界
に
入
り
込
ん
で
し
ま
っ
た

教
師
の
姿
に
反
感
を
覚
え
、
皮
肉
の
ひ
と
つ
も
言
い
た
く
な
っ
た
か
ら
。

②　

問
題
を
解
く
こ
と
が
で
き
ず
、
悩
み
苦
し
む
自
分
の
姿
を
隠
す
こ
と
な
く
生
徒
に
さ
ら
け
出
せ
る
教
師
の
率

直
さ
に
共
感
を
覚
え
、
心
理
的
な
距
離
が
格
段
に
近
づ
い
た
か
ら
。

③　

専
門
家
で
あ
る
は
ず
の
教
師
で
さ
え
も
解
け
な
い
問
題
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
ら
さ
れ
、
な
ら
ば
学
生
の

自
分
は
も
っ
と
真
剣
に
考
え
る
べ
き
だ
と
気
持
ち
を
新
た
に
し
た
か
ら
。

④　

学
生
が
授
業
に
求
め
て
い
る
の
は
自
分
た
ち
を
無
視
し
た
一
方
的
な
解
説
な
の
で
は
な
く
、
生
徒
と
共
に
考

え
、
一
緒
に
答
え
を
出
そ
う
と
す
る
教
師
の
姿
勢
そ
の
も
の
で
あ
る
か
ら
。

⑤　

難
し
い
問
題
を
前
に
悩
み
、
自
ら
問
い
直
し
て
い
く
教
師
の
言
動
か
ら
、
ど
う
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て

い
る
の
か
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
。

問
３　

空
欄 　

Ａ　

 

に
入
る
最
も
適
当
な
言
葉
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。
解
答
番
号
は
、 　

22　

 

。

①　

答
え
は
考
え
て
い
な
く
て
問
い
だ
け
を
言
っ
て
も

②　

答
え
は
分
か
ら
せ
て
も
問
い
が
曖
昧
で
あ
れ
ば

③　

問
い
の
な
い
と
こ
ろ
に
答
え
だ
け
言
っ
て
も

④　

問
い
は
正
し
く
て
も
答
え
が
出
な
け
れ
ば

⑤　

答
え
と
問
い
と
が
う
ま
く
対
応
し
な
け
れ
ば

問
４　

傍
線
部
⑵
「
書
く
こ
と
も
同
じ
で
あ
る
。」
と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
点
が
「
同
じ
」
な
の
か
。
そ
の
説
明
と

し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。
解
答
番
号
は
、 　

23　

 

。

①　

他
者
の
存
在
を
意
識
し
な
い
た
め
に
自
分
の
言
い
た
い
こ
と
ば
か
り
を
表
現
し
て
し
ま
う
点
。

②　

答
え
へ
の
関
心
に
つ
な
が
る
よ
う
な
問
い
を
発
生
さ
せ
る
こ
と
が
何
よ
り
重
要
で
あ
る
点
。

③　

一
方
的
な
モ
ノ
ロ
ー
グ
型
で
は
な
く
他
者
の
存
在
を
想
定
し
た
対
話
型
の
表
現
が
求
め
ら
れ
る
点
。

④　

つ
っ
か
え
つ
っ
か
え
の
進
み
方
の
ほ
う
が
聞
き
手
や
読
み
手
の
興
味
関
心
を
惹ひ

く
こ
と
が
で
き
る
点
。

⑤　

よ
り
よ
い
解
答
を
導
き
出
す
た
め
に
自
問
自
答
を
繰
り
返
す
こ
と
が
最
も
大
切
で
あ
る
点
。



― 13 ―

問
５　

傍
線
部
⑶
「
お
も
む
ろ
に
」
の
、
本
文
に
お
け
る
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び

な
さ
い
。
解
答
番
号
は
、 　

24　

 

。

①　

間
を
置
か
ず
に
、
す
ぐ
さ
ま

②　

大
き
な
声
で
、
は
っ
き
り
と

③　

十
分
に
時
間
を
か
け
、
丁
寧
に

④　

易
し
い
言
葉
で
、
分
か
り
や
す
く

⑤　

あ
わ
て
る
こ
と
な
く
、
ゆ
っ
く
り
と

問
６　

傍
線
部
⑷
「
そ
れ
な
り
に
工
夫
し
て
原
稿
を
書
い
て
い
る
の
で
し
た
」
と
あ
る
が
、
こ
こ
で
の
筆
者
の
「
工

夫
」
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。
解
答
番
号
は
、 　

25　

 

。

①　

一
般
に
は
使
わ
れ
な
い
難
解
な
表
現
を
使
う
こ
と
で
、
読
者
の
な
か
に
筆
者
へ
の
畏
敬
の
念
が
生
じ
る
よ
う

に
仕
向
け
る
。

②　

本
文
を
読
み
返
さ
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
表
現
を
使
う
こ
と
で
、
読
者
の
主
体
的
読
み
が
可
能
に
な
る
よ
う　

に
仕
向
け
る
。

③　

疑
念
を
抱
か
せ
る
よ
う
な
言
い
方
を
あ
え
て
す
る
こ
と
で
、
読
者
の
な
か
に
明
確
な
問
い
が
生
ま
れ
る
よ
う

に
仕
向
け
る
。

④　

あ
え
て
消
極
的
な
物
言
い
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
逆
に
読
者
の
問
題
へ
の
興
味
関
心
を
高
め
る
よ
う
に
仕　

向
け
る
。

⑤　

分
か
り
に
く
い
表
現
を
繰
り
返
し
用
い
て
い
く
こ
と
で
、
読
者
の
関
心
を
誘
い
問
題
意
識
を
持
た
せ
る
よ
う　

に
仕
向
け
る
。

問
７　

傍
線
部
⑸
「
経
験
を
積
ま
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
あ
る
が
、
こ
こ
で
の
「
経
験
」
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。

四
十
字
以
内
で
説
明
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は
、 　

26　

 

。

問
８　

空
欄 　

ア　

 

・ 　

イ　

 

に
入
る
最
も
適
当
な
言
葉
を
、
次
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
な
さ
い
。

解
答
番
号
は
、
ア 　

27　

 

、
イ 　

28　

 

。

ア　

 　

27　

 　

①　

理
論
的　
　
　

②　

実
践
的　
　
　

③　

補
助
的

　
　
　
　
　
　
　

④　

専
門
的　
　
　

⑤　

抽
象
的

イ　

 　

28　

 　

①　

自
覚
的　
　
　

②　

打
算
的　
　
　

③　

懐
疑
的

　
　
　
　
　
　
　

④　

積
極
的　
　
　

⑤　

受
動
的
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問
９　

空
欄 　

Ⅰ　

 

～ 　

Ⅲ　

 

に
入
る
言
葉
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選

び
な
さ
い
。
解
答
番
号
は
、 　

29　

 

。

①　

Ⅰ
＝
し
か
し　
　

Ⅱ
＝
そ
し
て　
　

Ⅲ
＝
だ
か
ら

②　

Ⅰ
＝
だ
か
ら　
　

Ⅱ
＝
た
だ
し　
　

Ⅲ
＝
そ
し
て

③　

Ⅰ
＝
だ
か
ら　
　

Ⅱ
＝
た
だ
し　
　

Ⅲ
＝
ま
た
は

④　

Ⅰ
＝
し
か
し　
　

Ⅱ
＝
つ
ま
り　
　

Ⅲ
＝
そ
し
て

⑤　

Ⅰ
＝
な
ら
ば　
　

Ⅱ
＝
つ
ま
り　
　

Ⅲ
＝
ま
た
は

問
10　

本
文
の
内
容
に
合
致
す
る
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。
解
答
番
号
は
、 　

30　

 

。

①　

教
師
は
、
自
身
が
う
ま
く
い
っ
た
と
満
足
感
を
覚
え
る
よ
う
な
授
業
に
限
っ
て
、
実
は
生
徒
に
何
も
与
え
ら　
　

れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
肝
に
銘
じ
る
べ
き
だ
。

②　

書
い
て
は
考
え
、
読
み
返
し
て
は
書
き
直
す
と
い
う
、
気
の
遠
く
な
る
よ
う
な
時
間
の
積
み
重
ね
の
な
か
か

ら
し
か
、
い
い
文
章
と
い
う
も
の
は
生
ま
れ
な
い
。

③　

読
者
の
内
面
世
界
に
適
切
な
問
い
を
生
じ
さ
せ
、
そ
れ
に
対
す
る
答
え
を
彼
ら
自
身
で
考
え
さ
せ
る
よ
う
な

も
の
こ
そ
が
論
理
的
な
文
章
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

④　

接
続
表
現
を
多
用
し
て
い
る
文
章
は
け
っ
し
て
美
し
い
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
れ
で
も
初
心
者
に
限
っ
て
は
、

そ
れ
を
意
図
的
に
使
用
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

⑤　

論
理
的
な
文
章
を
書
く
た
め
に
必
要
な
の
は
、
読
者
の
存
在
を
意
識
し
、
予
想
さ
れ
る
彼
ら
の
反
応
に
適
切

に
応
答
し
得
る
接
続
表
現
を
使
用
す
る
こ
と
で
あ
る
。
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４ ②
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問２ ６ ③

問３ ７ ⑤

問４ ８ ②

問５ ９ ②

問６ 10 ④

問７ 
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12 ②

問８ 13 ④

問９ 14 記述問題
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Ⅱ 

問１ 
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18 ①
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問３ 22 ③
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問９ 29 ②
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